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自然環境共生技術研究会（ ）

背景と目的

◼国立公園の管理や野生生物の保護管理、自然環境を保全・再生する上
で、各現場で実務を通じて得られたノウハウや成果が当事者以外に共
有される機会は少なく、ノウハウの蓄積や技術の向上につながってい
ないのは大きな課題であった。

◼環境省と民間企業等が、互いに有する最新の技術や情報を学ぶ機会も
多くない。

◼このような現状に鑑み、自然環境行政に携わる環境省職員および関連
事業に従事する民間企業の技術者が一堂に会し、各々が有する技術や
情報の共有を通して、より実効性の高い自然環境共生技術を探求する。



（出典）
第1回CoNECT基調講演Ⅱ
「自然環境共生技術研究会
によせて～技術者の心構えと
研究会への期待～」
小川紀一朗
（当時、NECTA理事、
アジア航測社長）



開催実績
第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回

CoNECT2018 CoNECT2019 CoNECT2020 CoNECT2021 CoNECT2022 CoNECT2023 CoNECT2024
開催日 1日目 7月19日 7月18日 11月17日 6月14日 6月23日 6月29日 6月20日

2日目 7月20日 7月19日 11月18日 6月15日 6月24日 6月30日 6月21日
会場 新宿御苑 合同庁舎5号館 ― ― 日比谷図書文化館 TKP新橋CC TKP新橋CC
形式 会場集合 会場集合 オンライン オンライン ハイブリッド ハイブリッド ハイブリッド

出席者 総計 107名 116名 220名 314名 241名 275名 327名
（申込数） 関係者 21名 29名 46名 46名 45名 54名 44名

環境省 39名 36名 91名 179名 130名 132名 185名
NORNAC 4名
NECTA 47名 51名 83名 89名 66名 89名 94名

特定テーマ
ネイチャーポジ

ティブに向けて 国立公園

発表数 21件 25件 21件 23件 22件 20件 20件
（特定） 小計 6件 6件

環境省 3件 3件
NORNAC 0件
NECTA 3件 3件

（一般） 小計 21件 25件 21件 23件 22件 14件 14件
環境省 11件 13件 11件 12件 11件 7件 7件

NORNAC 2件
NECTA 10件 12件 10件 11件 11件 7件 5件

セッション 総数 4セッション 6セッション 5セッション 5セッション 5セッション 5セッション 6セッション

（特定） 2セッション 2セッション

（一般） 4セッション 6セッション 5セッション 5セッション 5セッション 3セッション 4セッション



第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回
CoNECT2018 CoNECT2019 CoNECT2020 CoNECT2021 CoNECT2022 CoNECT2023 CoNECT2024

有識者 鳥居 敏男 西廣 淳 鎌田 磨人 三橋 弘宗 一ノ瀬 友博 中静 透 下村 彰男

所属 大臣官房審議官 国立環境研究所気
候変動適応セン
ター

徳島大学大学院
教授

兵庫県立大学自
然・環境科学研究
所 講師／兵庫県
立人と自然の博物
館 主任研究員

慶応義塾大学 環
境情報学部 学部
長・教授

森林研究・整備機
構 理事長

國學院大學 観光
まちづくり学部
教授

演題 第5次環境基本計
画について

気候変動適応策と
してのグリーンイ
ンフラ活用

グリーンインフラ
としての生態系の
管理と保全

小さな自然再生と
オープンなデータ
と緩やかな環境自
治区

地域循環共生圏と
生態系減災

ネイチャーポジ
ティブの実現にむ
けた課題

共創時代における
国立公園管理に向
けて

有識者 小川 紀一朗
所属 NECTA理事・アジ

ア航測代表取締
役社長

演題 技術者の心構え
と研究会への期
待
★基調講演として

特別講演



今回の特定テーマは「野生生物」です。有
識者講演及びコーディネーターは、地方独
立行政法人大坂府立環境農林水産総合研究
所理事長 石井 実 氏にお願いしています。

募集テーマは、野生生物（希少種、鳥獣、
外来種）の調査、保護・管理の技術的手法
や制度、地域等における取組事例など、広
く募集します。

自然環境行政に携わる環境省職員および関
連事業に従事する民間企業の技術者に、野
生生物（希少種、鳥獣、外来種）の調査、
保護・管理等に貢献する特色・新規性のあ
る技術を発表していただきます。特定テー
マに資する議論ができるよう、単なる商品
紹介等ではなく、新規性や実践的なプロセ
スを伴う技術内容の発表を期待します。

政策分野 ☐野生生物全般、☐希少種保護・管
理、☐鳥獣保護・管理、☐外来種管
理、☐ネイチャーポジティブ、☐気
候変動、☐事業活動での負の影響削
減、正の影響拡大、☐情報開示等

技術分野 ☐環境調査・モニタリング、☐計画
策定、☐工事施行、

☐材料・用具、☐維持管理、☐合意
形成、☐自然解説、

☐展示・情報提供、☐防除・捕獲等、
☐ ICT活用
☐その他（ ）

特定テーマの公募（2025年） 特定テーマの分類（2025年）



CoNECT2025「一般発表」は、自然環境行政に
携わる環境省職員、関連事業に従事する民間企
業技術者および NORNAC 参加団体に所属する
職員が、実務の中で経験した特色あ る調査・計
画、設計・施工、管理・運営に関する成果、あ
るいは開発に携わった新規技術や 創造的な研究
の成果を発表していただくものです。自然環境
共生技術の発展に資する議論 ができるよう、実
践的なプロセスを伴う技術内容の発表を期待し
ます。

一般発表の公募（2025年）
政策分野 ☐国立公園、☐野生生物（外来種

対策、野生生物管理等）、☐施設
整備、☐生物多様性、☐自然ふれ
あい、☐自然再生、
☐グリーンインフラ・Eco-DRR、
☐環境教育、☐政策評価
☐その他（ ）

技術分野 ☐環境調査・モニタリング、☐計
画策定、☐工事施行、

☐材料・用具、☐維持管理、☐合
意形成、☐自然解説、

☐展示・情報提供、☐防除・捕獲
等、☐ ICT活用
☐その他（ ）

一般発表の分類（2025年）



発表要旨集および発表資料集の表紙





会場の様子



第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回
CoNECT2018 CoNECT2019 CoNECT2020 CoNECT2021 CoNECT2022 CoNECT2023 CoNECT2024

特定 ネイチャーポジ
ティブ経済

国立公園管理

30by30、自然活用
地域づくり

公園現場の運営事
例

一般 外来種対策 政策評価 保全管理事業 野生生物管理 計画策定・合意形
成

自然環境調査・管
理

政策ツール

野生生物管理 植生回復 広域計画 モニタリング・
データ共有

環境調査・モニタ
リング

国立公園，地域づ
くり

センサー活用

モニタリング・環
境情報

保全・管理 情報整備 固有種保全・外来
種対策

野生生物管理１ 野生鳥獣・外来生
物対策

生物管理

国立公園・施設整
備

防除 管理運営 計画・維持管理 野生生物管理２ 自然公園整備管理

公園整備 施設整備 施設整備 施設整備
モニタリング・環
境情報

セッション



第1回 第2回 第3回 第4回 第5回 第6回 第7回
CoNECT2018 CoNECT2019 CoNECT2020 CoNECT2021 CoNECT2022 CoNECT2023 CoNECT2024

局長賞 関 貴史 山本 豊 竹中 康進 阿部 愼太郎 山下 淳一 下田 耕一郎 羽井佐 幸宏

近畿/吉野保護官事

務所

信越/妙高高原保
護官事務所

沖縄奄美/西表保
護官事務所

沖縄奄美/奄美群
島管理事務所

九州/阿蘇くじゅ
う管理事務所

九州地方環境事務
所国立公園課

東北地方環境事務
所

吉野熊野国立公園大
台ヶ原におけるニホン
ジカの管理について

ICT（情報通信技
術）を活用した火
打山登山者への情
報発信のためのス
マートフォンアプ
リ「火打やまナ
ビ」の開発

西表島の自然環境
保全のための適正
な観光管理に向け
た取組

奄美大島における
マングース根絶確
認と防除完了に向
けた取組

阿蘇草原再生の新
ステージ～科学的
知見を活用した新
たな草原の維持管
理の仕組みづくり
～

阿蘇くじゅう国立
公園における草原
再生活動と民間企
業との連携

基礎自治体に対し
てネイチャーポジ
ティブ関連施策の
具体的展開を促す
際の技術的手法に
ついて

局長奨励賞 房村 拓矢 蔵本洋介・小熊宏
之

岸 秀蔵 馬庭 康太 福田 真 内田 清隆 吉武 智哉

中部地方環境事務所 生物多様性戦略
室・国環研

信越/上信越管理
事務所

京都御苑管理事務
所

野生生物課 中部地方環境事務
所国立公園課

阿寒摩周国立公園
管理事務所

国指定七ッ島鳥獣保
護区におけるアナウ
サギ根絶に向けた取
り組み

生物多様性分野に
おける気候変動へ
の適応

シェルパ族による
登山道修繕作業

京都御苑における
雨庭整備

海ワシ類のバード
ストライク対策に
ついて

白山国立公園にお
ける生態系維持回
復事業（外来植物
対策）の取組につ
いて

川湯集団施設地区
におけるまちづく
り（廃屋撤去と面
的整備）

局長特別賞 石濱 史子

国立研究開発法人
国立環境研究所
生き物の分布推定
ツール オープン

協会長賞 五島 幸太郎 立松 俊和 増澤 直 依田 麻友子 中村 匡聡 笠原 岳洋 杉本 嵩臣

アジア航測 パシフィックコン
サルタンツ

地域環境計画 西武造園 ㈱いであ ㈱プレック研究所 いであ株式会社

航空レーザ測深機を
活用した藻場・干潟・
サンゴ礁等の重要な
沿岸生態系の把握手
法

情報通信技術を活
用した生物モニタ
リング

やんばる国立公園
の地生態学図の作
成とその活用につ
いて

水陸両用藻刈り船
を用いた滋賀県
琵琶湖の水草・外
来種除去および琵
琶湖を核とした資
源循環について

環境DNA分析によ
る魚類相調査結果
を精査するための
「MiFish法に係る
誤同定チェック
シート」について

沖縄島北部（やん
ばる地域）の二次
林における生物多
様性調査とモニタ
リング手法の検討

やんばる国立公園
におけるロードキ
ル対策－ドライ
バー目線からの新
たな対策の検討－

協会長奨励賞富阪 峰人 高橋 五月 関口 準紀 和田 夏海 中川 孝介 阿部 まゆ子 鈴木 太郎

日本工営 西武造園 ラスコジャパン アジア航測 パシフィックコン
サルタンツ

㈱地域環境計画 アジア航測株式会
社

バイオロジカル・ソイ
ル・クラストを活用し
た侵食防止及び自
然侵入促進工につい
て

大山隠岐国立公園
内に立地する飲料
水工場の緑化

自然公園等施設に
おける最新事例と
新技術の紹介

環境に配慮した再
生可能エネルギー
導入検討に向けた
藻場分布図作成

Eco-DRRの社会実
装に向けた生態系
保全・再生ポテン
シャル評価のため
のフレームワーク

民間企業の伴走支
援から見えた自然
共生サイトへの期
待と課題

登山道整備におけ
るDXの取組み紹介

受賞者



成果内容

・ 論旨の組み立て（論理性）

・ 新しい発想、工夫、技術（創造性）

・ 技術の応用や展開の期待（発展性）

・ 自然環境政策への貢献度（実効性）

プレゼン内容

・ 話の分かりやすさ

・ 画面の分かりやすさ

・ 時間配分の適切さ

採点表
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◆自然環境行政に携わる環境省職員および関連事業に従事する民間企
業の技術者が一堂に会し、各々が有する技術や情報の共有を通して、
より実効性の高い自然環境共生技術を探求する場として活発な発
表・質疑が行われ、参加者に有益であった。参加者アンケートの評
価が高い。

◆自然環境共生に関係する、「国立公園、野生生物（外来種対策、野
生生物管理等）、施設整備、生物多様性、自然ふれあい、自然再生、
グリーンインフラ・Eco-DRR、環境教育、政策評価等」の分野を対
象に、「環境調査・モニタリング、計画策定、工事施行、材料・用
具、維持管理、合意形成、自然解説、展示・情報提供、防除・捕獲、
ICT活用等」に関する技術情報が、幅広く発表・共有された。

◆コロナ禍を奇貨として対面とオンラインのハイブリッド形式を導入
し、普段参加が難しい地方環境事務所等の遠隔者の参加が大幅に増
えた。

成果



◆技術や情報の共有を通して、より実効性の高い自然環境共生技術を
探求する場として定着しており、継続して実施することが必要。

◆これまで発表された技術の集約整理を図り、自然環境共生技術の体
系化を図ることが望まれる。

◆これ以上の日程拡大は困難であると思われるが、技術に関する徹底
した討論が行えるような形式も工夫したい。

今後に向けて




